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2013年12月3日(火)  

14：30～16：30 

関西大学千里山キャンパス 

児島惟謙館１階第１会議室 

 世界各国が市場経済を基調とする経済制度を採用するようになったことに伴い、近年、各国で競争
法が制定・強化されています。我が国においても、平成13年からの小泉政権下における規制改革に
よって競争的な経済システムの構築が推進され、平成17年には競争制限行為に対する制裁強化等
を内容とする独占禁止法の改正が行われ、その後も同法の強化改正や同法の執行など競争政策を
担当する公正取引委員会の体制の強化が図られています。 
 一方、最近では、行き過ぎた国内競争により日本企業の体力が消耗しており国際競争に勝てなくなっ
ている、行き過ぎた競争により安全が軽視されている、行き過ぎた競争により格差社会となっている、な
どといったように、現在の競争を「行き過ぎた」ものとして批判する意見も見られます。 
 このような批判的意見の背景には、我が国の社会に協調や和を美徳とする伝統があって、その延長
線上として、競争というものがあまり評価されていないことがあるのかもしれませんが、現在の経済社会
の問題の原因が「行き過ぎた競争」にあるとし、競争を抑制することで問題を解決する考え方は、ある
種の「競争悪玉論」とも言うべきもので、問題の解決を遅らせるばかりでなく、消費者・企業にとっての競
争の重要性を見失うことになり、社会に大きな損失をもたらすおそれもありあます。 
 今回は、競争政策の立場からこのような競争悪玉論を検討し、消費者や企業にとっての競争の重要
性について、公正取引委員会事務総局近畿中国四国事務所の山本大輔総務管理官にお話しをして
いただくことにしています。 
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